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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

ⅠⅠⅠⅠ....理念理念理念理念にににに基基基基づくづくづくづく運営運営運営運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよ
う、事業所自体が地域の一員として日常的に交流
している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて
活かしている

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評
価への取り組み状況等について報告や話し合いを
行い、そこでの意見をサービス向上に活かしている

5 （4） ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝え
ながら、協力関係を築くように取り組んでいる

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践

代表者および全ての職員が「介指定基準における
禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理解して
おり、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケア
に取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での
虐待が見過ごされることがないよう注意を払い、防
止に努めている

(別紙の２)

職員全員が毎月1回のケア会議において勉
強会をしている。日々のケアの中で見落とし
や、知らぬ間に虐待をしていないかお互いに
確認し、機会あるごとに話しあっている。

運営推進会議の委員の中に市のサービス担
当者と包括の担当者がおり、活動を知っても
らっている。また、直接開催通知を持参して
担当者と顔見知りになれている。包括の担
当者に色々相談する機会がある。

運営推進会議の開催通知を手渡しするなどし、ホー
ムの活動を積極的に伝えている。ホームの取り組み
の中で判らないことなどを折りに触れ相談しており、
市との協働関係を築いている。

玄関の施錠はなるべくしないように努めてい
る。外出したい利用者には一緒に外に出て
付き添い、安全面で配慮している。毎月のケ
ア会議で話し合っており、意識を高めあって
いる。

身体拘束をしないケアを実践するため毎月のケア会
議や昼礼にて事例を上げ検討をしている。利用者の
生命・身体を保護するため、やむを得ないと判断した
場合は理由や経過を記録している。今年度は両ユ
ニット合同で研修を行う予定である。

運営推進会議等で地区の役員や民生委員に働き
かけ、地域に広められるように努力している。可
能な限り地区のオレンジカフェに参加するようにし
ている。

有料老人ホームと共催で2ヶ月に一度開催してい
るが、昨年はGH独自で2回開催し、地区の民生委
員さん、区の役員さんが参加され、ホームの活動
を理解してもらえた。会議では活動報告などを通
してサービスの現状を知ってもらい意見を頂いて
いる。また、参加のご家族、行政からも色々意見
をもらいサービス向上に活かしている。

2ヶ月に一度、奇数月に開催している。家族代表、区
長、民生委員、あんしん(介護)相談員、市介護保険
課職員、地域包括支援センター職員が参加し行わ
れ、ホーム管理者より「実績報告・活動報告」がされ
ている。会議で出された意見は職員全員で話し合い
サービスの向上に活かしている。

地域とのつながりを意識しての理念を掲げてい
る。併設の有料老人ホームと合同で地域交流が
多いが、GH独自でも、色々なきっかけから新たな
つながりができてきており、日々努力している。

「法人グループの理念」と「ホーム独自の理念」があり
管理者と職員はケア会議や昼礼で理念を共有し実践
に活かしている。利用者の個性を尊重し生活に反映
させながら役割と生き甲斐を持ち続けて生活できるよ
う常に話し会い日々のケアに繋げている。

玄関前で外気浴をしていると近所の小さな子ども
が遊びに来てくれる。、公園で小さな子供との交
流がある。また、夏祭りに近所の方や小学生が大
勢来てくれた。地域の高校、幼稚園と交流をして
いる。地元の高校生が夕方ボランティアに来てく
れる。

日常的に散歩や買い物に出掛け地域の方々と話しを
したり、近所の子供達が遊びに訪れている。保育園
児、幼稚園児、小・中学生、高校生との交流も盛んに
行われ地域とのつながりが広がっている。歌や踊り、
楽器演奏、絵手紙など、大勢のボランティアが訪れ利
用者も来訪を心待ちにしている。

外部評価

実践状況

自
己

外
部

項　　目
自己評価
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況

自
己

外
部

項　　目
自己評価

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性
を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支援
している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又はや改定等の際は、利用者
や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を
行い理解・納得を図っている

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員なら
びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営に
反映させている

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがいな
ど、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・条
件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取り組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際
と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の
確保や、働きながらトレーニングしていくことを進め
ている

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会
を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等
の活動を通じて、サービスの質を向上させていく取
り組みをしている

外部の研修には希望を募り、可能な限り受
講してその後職員間で回覧して勉強会をして
いる。また、ベテランの職員の指導で介護技
術や認知症ケアの事例の勉強会もしてい
る。

市内のｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ連絡会で2ヶ月に1度情報
交換や研修会に参加し、質の向上に取り組
んでいる。同グループ法人内の５ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ
とも毎月の連絡会や相互訪問して質の向上
に努めている。

毎月のスタッフ会議ではその都度職員から
の意見を聞くようにしている。また機会ある
毎に個々の職員から気付きや提案を聞いて
反映させるように努めている。

毎月行われるケア会議と毎日昼食後に行われるミー
テイングで意見交換し、情報を共有したり提案を聞く
機会を設けている。人事考課制度を取り入れ、管理
者は職員の意見に耳を傾け常に話し合いの場を持ち
ながら運営に活かしている。

機会あるごとに個人懇談をして、感じたこと
や要望などを聞き取り、不満や不安をなくし
て働きやすい職場環境作りに努めている。ま
た、休憩時間がとれるように業務の振り分け
にも工夫をしている。

入所契約時に内容を読み上げて説明をし、
疑問点を尋ねて納得のうえで契約をしてい
る。家族や利用者から尋ねられたときはその
都度説明をしている。

家族の意見や要望を聞くようにしている。また、面
会などで来所された時は話せる雰囲気作りに努
めている。利用者の要望や意見は日常の会話の
中から聞き取るように心がけ、聞き取った事を職
員間で共有しながら運営に反映させている。玄関
に意見箱があり、入所時には説明もしている。

日々の関わりの中で利用者から思いを聴き、職員全
員で共有している。担当者は生活記録に書かれた特
記事項を家族に伝えホームでの様子を知らせてい
る。家族の面会時には意見を言い易いような雰囲気
作りに努め、ホーム側からも積極的に声を掛けるよう
に努力している。意見箱も用意し気軽に伝えていただ
けるような環境も整えている。

利用者の中で成年後見人制度を利用している方
がいた。看取りをするにあたって後見人とも話し
合う機会が度々あり、とても勉強になった。今後も
必要性に応じて学んでいきたい。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況

自
己

外
部

項　　目
自己評価

ⅡⅡⅡⅡ....安心安心安心安心とととと信頼信頼信頼信頼にににに向向向向けたけたけたけた関係関係関係関係づくりとづくりとづくりとづくりと支援支援支援支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスを導入する段階で、家族等が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスを導入する段階で、本人と家族等が「その
時」まず必要としている支援を見極め、他のサービ
ス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係

職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人を共に支えあう家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所
との関係が途切れないよう、支援に努めている

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

お互いの居室を行き来したり、フロア以外にも交
流できる場所がある。1,2Fの入居者同士の交流も
ホームの内外を問わず機会を多くとっており、ま
たコミュニケーションの取りづらい利用者には仲
介に入って関わりあえるように支援している。

毎月、生活記録で本人の様子を家族に知っ
ていただくと共に、事ある毎に家族には電話
で様子を話したり、面会時に可能な限り本人
の気持ちを代弁して家族に伝えるようにして
いる。

生活歴から本人の馴染みの人や関係を知り、面
会をお願いしたり、外出時に墓参りや近所の人と
の交流もお願いしている。必要により職員も同行
してできる限りの支援をしている。誕生日に本人
のかなえたい希望を聞き取り実現できるように支
援している。

お彼岸やお盆に家族と共にお墓参りに出掛ける方や
お中元やお歳暮を欠かさず贈り続けている方など、
一人ひとりの生活習慣を尊重し、利用者が大切にし
てきた馴染みの人や場所との関係が途切れないよう
に家族とともに支援に努めている。

入所申込から本人、家族との面接、ｹｱﾏﾈｰｼﾞｬｰ
との話し合いから情報収集している。本人や家族
の思いや状況を確認して必要な支援を見極めて
サービスにつなげている。同法人内の有料老人
ホームや居宅事業所、ｺｽﾓｽグループの各事業
所とも連携している。

毎日の生活の中で信頼関係を築けるように
努め、家族のように寄り添って仲間でいられ
るように心がけている。職員も人生経験の豊
富な利用者から教わることが多い。

それぞれ担当職員がいて機会ある毎に本人と向
き合い、1対1でゆっくりと話をしたり、同じ時間を
過ごして関係作りに取り組んでいる。また、できれ
ばその機会に生活歴などの聞き取りもしている。
ケア会議で夫々得た情報を共有して本人との関
係作りに努めている。

入所時、家族との面談で何回か話し合い、不安や
要望を聞き、本人と家族の思いの違いを知り、ケ
アプランの中にも家族の意向として取り入れ、又、
面会の時や行事の時に話す機会を作っている。
家族の中にはメルアドを交換して連絡を取り合っ
ている方もいる。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況

自
己

外
部

項　　目
自己評価

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の
経過をフォローし、相談や支援に努めている

ⅢⅢⅢⅢ．．．．そのそのそのその人人人人らしいらしいらしいらしい暮暮暮暮らしをらしをらしをらしを続続続続けるためのけるためのけるためのけるためのケアマネジメントケアマネジメントケアマネジメントケアマネジメント
23 （9） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努
めている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

26 （10） ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方に
ついて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、そ
れぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即した
介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに
対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟な
支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

毎日の生活の様子や発言などをありのままケア
記録に記入している。きづきを毎日の昼礼とケア
会議で取り上げてケアプランへと反映させてい
る。夜間の様子は申し送り簿で翌朝の申し送りの
場で日勤者につなげている。

本人や家族の希望により、外泊や外出の支
援、買物の同行。また、歯科や専門外来など
も状態を知る職員が同行するようにし、必要
に応じたニーズに応えるようにしている。

一人ひとりの生活パターンを把握しそれに合
わせたケアをするようにしている。本人の発
する言葉や様子で気付いた事をケア記録や
ケア会議で共有して日々のケアに活かして
いる。

毎日の生活の中から本人のニーズを引き出し、
家族の意向もくみ取りながら、担当職員と計画作
成担当者が中心になってカンファレンス、ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ
を行い、ケア会議で検討の後、個別ケアに活か
し、ケアプランに反映している。

利用者・家族から日々のかかわりの中で思いや意向
を聴き、担当職員と計画作成担当者が中心となり現
状に即した介護計画を作成している。3ヶ月毎に見直
しを行いながら、身体状況に変化が見られた場合に
は本人や家族と相談し計画の変更や区分の変更を
随時行っている。作成された介護計画は本人や家族
に説明している。

日々の暮らしの中から本人の希望や意向の
把握に努めている。会話やつぶやきの中か
ら聞き取ったり、家族や面会に来られた近所
や親戚の方など機会ある毎に情報収集に努
めている。

短い言葉でやり取りする方もいるが利用者の殆どは
自分の気持ちを伝えることができる。声を掛けると口
腔体操を受け入れ一緒に口を動かしたり、相槌を
打ったり、目の動きが変わるなど、発語が難しい方に
ついても表情や仕草などから判断し思いや意向を把
握している。発信された思いや意向は昼礼やケア会
議で本人本位に検討し、全職員が支援に活かしてい
る。

入所時に家族から聞いた生活歴を参考に近
所や親戚の方が面会に来られたりした時に
聞き取ったりする。必要により担当だったｹｱ
ﾏﾈｰｼﾞｬｰから情報収集している。

退所された方のほとんどがコスモスグループ
内の施設に移動されており、面会に行くなど
関係性を大切にしている。また、毎年年賀状
のやりとりをしたり、退所後もホームに色々
支援してくださるご家族もいる。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況

自
己

外
部

項　　目
自己評価

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

30 （11） ○かかりつけ医の受診支援

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるように支援している

31 ○看護職との協働

介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝えて
相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を受け
られるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、
又、できるだけ早期に退院できるように、病院関係
者との情報交換や相談に努めている。あるいは、
そうした場合に備えて病院関係者との関係づくりを
行っている。

33 （12） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所で
できることを十分に説明しながら方針を共有し、地
域の関係者と共にチームで支援に取り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 （13） ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利
用者が避難できる方法を全職員が身につけるとと
もに、地域との協力体制を築いている

年2回、昼間・夜間想定の避難訓練を実施してい
る。有料老人ホームと共同訓練しており、緊急時
も連携をとれるように確認しあっている。2階の利
用者は階段を使っての避難も訓練時は実施して
いる。
プラネットとして地域との防災協定も結んでいる。

災害を想定した訓練を繰り返し実施している。昼間及
び夜間想定の避難訓練を行い救急救命講習会も同
時に行われた。隣接の有料老人ホームと共同で訓練
をし災害緊急時に備え協力体制を築いている。地域
との防災協定を締結し、いざという時に地域の人々か
ら協力が得られよう日頃から話し合い訓練にも参加し
ていただいている。法人本部では災害発生時に備え
て食料や備品等の備蓄をしているが、ホームでも必
要な物品類を洗い出し準備を進めている。

入所時に「重度化の指針」の説明をし、同意を得
ている。利用者の心身の状態も家族に説明してお
り、事業所の力量を理解してもらった上で、家族
や利用者が終末期をｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑで迎えることを希
望した時は、医師や双方で充分に話し合いをした
上で、看取りの同意を得ている。昨年、開所当時
からの入居者お二人を家族と共に看取りをした。

状態の変化に応じて家族と主治医、関係者で話し合
いながら取り組んでいる。一度方針を決めても家族
の思いは揺れ動き、繰り返しの話し合いを積み重ね、
昨年は2名の方の看取りの支援をしたという。

緊急時の連絡体制や急変時の対応について事務
所に掲示してあり、職員は常に有事に備えられる
ように心得ている。また、応急手当普及員の資格
者が３名おり、避難訓練時には救命講習の勉強
会をしたり、日頃から意識を高めている。

クリニックの看護師が週１回以上定期訪問し
て利用者の健康状態を把握している。休日・
夜間は同看護師が24時間対応で相談に乗っ
てくれ、医師と連携をとって対応してくれ、緊
急時は併設の有料老人ホームの看護師が
対応してくれる

協力病院との連携でスムーズに入退院がで
きる関係が出来ている。病院関係者との情
報交換にも努めていて、早期の退院を目指
している。入院中は面会や洗濯物の支援を
している。

運営推進会議に包括や区長、民生委員が参加す
ることで関係を作っている。地域で開催しているオ
レンジカフェに参加して地区の福祉担当者と顔見
知りになり、つながり作りに努めている。散歩の途
中で近所の人と立ち話をする機会もある。

協力医療機関であるクリニックの医師が定
期的に往診に来て、利用者の健康状態を診
ている。必要により家族との話し合いも持っ
ており専門医の紹介へとつなげるなど適切
な関係を築いている。

契約時に説明し、利用者や家族の了承をいただき、
殆どの利用者がホームの協力医をかかりつけ医とし
ている。定期的（月に1回）に往診があり個々に診察
を受けている。歯科の協力医もあり、状態に応じて往
診があり必要時に適切な治療が受けられるように
なっている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況

自
己

外
部

項　　目
自己評価

ⅣⅣⅣⅣ．．．．そのそのそのその人人人人らしいらしいらしいらしい暮暮暮暮らしをらしをらしをらしを続続続続けるためのけるためのけるためのけるための日日日日々々々々のののの支援支援支援支援　　　　
36 （14） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

40 （15） ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み
や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備
や食事、片付けをしている

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応
じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケア
をしている

メニューは栄養士が立てたものを使っている
が、食材は旬のものを多く取り入れ、家族や
近所からの頂き物の野菜も多い。
ミキサー食、減塩食やカロリー制限のある食
事にも対応している。

利用者一人ひとりの口腔内の状態を把握し
ており、食後に全利用者の口腔ケアを実施し
ている。歯茎のマッサージや舌苔の除去を
し、口腔内の衛生を保ち、健康状態を保てる
ように努めている。夜間入歯を預かり、洗浄
剤で消毒している。

市内の美容師が来所してヘアカットをしてくれる
が、その際本人の好みを聞いてカットしている。行
事の時など化粧する人もいる。衣料品店に出か
けて気に入った服を購入する時など同行するなど
の支援もしている。

食事作りは利用者と一緒に作るように心がけてお
り、夫々の出来る力を発揮してもらっている。おや
きや餃子作りなど、利用者の希望するメニューも
取り入れて食事作りの楽しみも演出している。ご
家族が採れたての山菜を持ってきてくれ、入居者
とこしらえて食卓に乗ることが多い。

献立は法人の栄養士が立て、利用者と職員はテーブ
ルを囲み同じ食事を楽しんでいる。利用者のできるこ
とや得意なことを見極め、出来る力を発揮していただ
いている。誕生日は希望献立であったり、外食に出
掛けたりしている。正面玄関車寄せ(ポーチ)でランチ
をするなど、食事が楽しみなものになるように配慮さ
れている。

利用者に合わせた声がけをするように心がけて
いる。複数の選択肢を用意するなどなるべくわか
りやすい表現をして自分で決める場面を作るよう
にしている。あんしん相談員の定期来所して協力
ももらっている。

基本的な一日の流れはあるが、散歩や畑仕
事、手芸など、居室で過ごす時間など希望を
聞きながら、体調に合わせて、一人ひとりの
個別性のある支援をしている。

利用者の個性に合わせて、ケアプランに基
づいた声がけや対応をしている。スタッフ同
士がお互いに夫々の声がけや介助の仕方を
見て気づきあい、指摘しあって適切なケアに
つなげている。

一人ひとりの個性に合わせて対応している。目上の
方として敬意を払い会話の内容や語調等意識し接し
ている。毎月発行されるグループホーム便りでは本
人や家族の承諾を得て写真を掲載している。入浴や
排泄の介助の際には同性介助を基本とし異性介助
の場合は説明や承諾をいただき対処している。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況

自
己

外
部

項　　目
自己評価

43 （16） ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立にむけた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫
や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り
組んでいる

45 （17） ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽
しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決め
てしまわずに、個々にそった支援をしている

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援
している

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 （18） ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。又、普段は行けな
いような場所でも、本人の希望を把握し、家族や地
域の人々と協力しながら出かけられるように支援し
ている

天気や体調に合わせて外に出る機会をなる
べく多くとる様にしている。毎日の散歩や天
気の良い時の庭先での昼食やティータイム、
夕涼みは喜ばれている。
善光寺の御開帳に早朝、夕方と２回に分け
て全員が参拝できた。

一人ひとりの希望や状態に合わせて短時間でも戸外
へ出るようにしており、日光浴、夕涼み、散歩などを
取り入れストレス解消・気分転換を図っている。季節
や催しに合わせて外出計画を立て普段は行けない所
へも出掛けている。今年は善光寺の御開帳に全員が
出掛け、念願の回向柱に触れ7年に一度の貴重な体
験をしたという。

薬剤師による服薬指導を月1回受けており、
一人ひとりの内服薬の内容を理解している。
服薬もその人の様子により見守りか介助か
を見極めて支援し、症状の変化があったら申
し送りで伝達し、受診につなげている。

料理、裁縫、編み物、塗り絵など得意分野を活か
した活躍の場面があり、雑巾縫いで地域や学校、
保育園の交流で活かすなど楽しみがある。俳句
作りで作品を作り皆に見てもらえる喜びを得る機
会を作っている。

入浴は曜日を指定して行っている。大型浴槽
なので、仲の良い人同士ゆっくり入ってもらう
ように配慮している。重度の利用者もおり、
二人介助で浴槽に入ってもらうように関わっ
ている。

1階の入浴日（月・木）と2階の入浴日（火・金）を指定
し、希望や状況に合わせて入浴が出来るように配慮
がされている。菖蒲湯や柚子湯などもあり、利用者は
季節感を感じながら入浴し会話も弾むという。

日中は散歩やレクリエーションなどで過ごしてもら
い、昼寝も休める人には休んでもらうようにしてい
る。夜はTVを見て過ごされ、寝たいときに休んで
もらうが、寝れない時は温かい飲み物など提供し
て穏やかに寝付けるように配慮している。

排泄管理表を使い、一人ひとりの排泄の様
子をチェックして、訴えや尿意のない利用者
には、時間でトイレ誘導をして、失敗を減ら
し、自立を促すように、個別に支援している。

個々の排泄パーターンや習慣を知ることでトイレでの
排泄やオムツを使わずにすむように支援がされてい
る。一人ひとりに合わせた誘導で失敗を減らすことが
できており、リハビリパンツやパット類も本人に合わせ
て検討し見直しもしている。

職員は排便が不規則だと体調も精神面も大きな
影響が出ることを理解している。
毎日朝夕の運動、散歩、食事面でも食物繊維の
多い野菜を取り入れたメニューの食事や、乳製品
を毎日摂取適切な水分の補給に心がけている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況

自
己

外
部

項　　目
自己評価

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所
持したり使えるように支援している

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

52 （19） ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がない
ように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、居心
地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の工
夫をしている

54 （20） ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」「わかること」
を活かして、安全かつできるだけ自立した生活が
送れるように工夫している

居室の入口に名前が貼ってあったり、トイレ
や浴室の案内もわかりやすく表示している。
一人ひとり持つ力を見極めて必要に応じて
物の配置や座席の位置を変えている。

フロア以外にも利用者が一人で過ごせる場
所があり、利用者同士がおしゃべりする場所
がある。時にお茶を提供したりして、落ち着
いた時間と場所が提供できるように努めてい
る。

入居時、馴染みの物等を持ってきてもらうこ
との説明をしている。居室に家族との写真を
貼ったり、作品を飾ったりして、自分の部屋と
して落ち着く場所の工夫をしている。

居室が並ぶ廊下にはホームの皆で出掛けた思いで
の写真や楽しかった行事の写真が飾られていた。居
室の内装（壁紙・カーテン）は居室ごとに違い、使い
慣れた家具や愛着のある衣類などが持ち込まれその
人らしい設えになっている。

利用者の希望で電話を掛けたい時は取次ぎ
をしている。手紙は必要により代筆すること
もあり、ポストまで同行して自ら投函しても
らったり、本人の意欲につながるように積極
的に支援している。

フロアは南向きに大きく開放されていて日当たり
が良く明るい。テーブルには季節の花があり、玄
関横の花壇にも花が植えられていたり、畑には野
菜を栽培していて、、利用者が水くれや草取りな
どしてくれる。外出や行事の時の写真を大きく印
刷して飾ってあり、利用者に喜ばれている。

ユニットは1階と2階に別れておりどちらも南側に面し
たリビングとキッチンがあり開放的で機能的な造りで
ある。利用者の目線に合わせて絵手紙や習字等が
飾ってあり、一日の多くの時間をリビング兼食堂で過
ごしている。また、廊下の奥にはソファーが置かれ利
用者同士の談話コーナーとなっている。浴室やトイレ
もなども適度な広さがあり、安心して使用できる空間
となっている。

入居時に小遣いとしてお金を預かり、出納簿
で管理している。トラブル防止のために職員
が管理しているが、買物や外来受診など職
員も同行して出来る人にはレジでの支払いも
してもらっている。
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